
　１歳６カ月は、乳児から
幼児への移行期で基本的な
生活習慣を身に付ける時期
です。幼児期に向けての大
切な健診なので、必ず受診
してください。

■対象者　
　令和３年２月～５月生ま
れの乳児
■開催日　12月12日㈪
■時間　案内通知のとおり
※�混雑緩和のため受付時間

を変更しています。
■会場　保健センター
■�内容　身体計測、内科診
　�察（頭囲・胸囲計測）、歯科

診察、保育・栄養・歯科相
談、フッ素塗布（希望者）

■
給
付
金
の
対
象
者

【
老
齢
年
金
】

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①�

65
歳
以
上
の
老
齢
基
礎
年
金
受
給

者
で
あ
る
こ
と

②�

前
年
の
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額

と
そ
の
他
の
所
得
の
合
計
が
、

88
万
1
，
2
0
0
円
以
下
で
あ
る

こ
と

③�

同
一
世
帯
の
全
員
が
市
町
村
民
税

非
課
税
で
あ
る
こ
と

【
障
害･

遺
族
年
金
】

　
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

①�

障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
の
受
給
者
で
あ
る
こ
と

②�

前
年
の
所
得
（
年
金
額
は
除
く
）

が
4
7
2
万
1
，
0
0
0
円
以
下

で
あ
る
こ
と

■
請
求
書
の
発
送

　
令
和
4
年
度
新
た
に
給
付
金
を
受

け
取
れ
る
方
に
は
、
9
月
以
降
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
簡
易
な
請
求
書

（
は
が
き
型
）
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、

国
保
年
金
係
窓
口
に
あ
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
現
在
受
給
中
で
引
き
続
き

支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
手
続

き
は
不
要
で
す
。

■
請
求
方
法

　
次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

①�

請
求
書
（
は
が
き
型
）
に
氏
名
な

ど
を
記
入
し
て
返
送
す
る

②�

年
金
の
請
求
時
に
年
金
の
請
求
書

と
一
緒
に
提
出
す
る

■
入
金
方
法

　
年
金
と
同
日
（
偶
数
月
の
15
日
）、

同
口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。

■
そ
の
他

　
制
度
や
給
付
額
な
ど
の
詳
し
い
内

容
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
請
求
に
関
す
る
相
談
な
ど

は
、
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
年
金
を
含
め
て
も
所
得
が
低
い
年
金
受
給
者
を
経
済
的
に
援
助
す
る
た

め
、
年
金
に
プ
ラ
ス
し
て
年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

老
齢･

障
害･

遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
お
知
ら
せ

１歳６カ月健診 12月下旬・１月上旬の保健事業
保健センター
☎ 77‐1891

問

月 日 事　業　名（対象者） 時　　間

12

月

16日㈮ ヘルスあっぷ講座�
（40～74歳）

午前10時～11時30分�
（申し込みが必要です）

22日㈭ ことばの相談
（就学前の幼児と保護者）

①午前10時10分�
②午前11時10分�
③午後１時10分�

（申し込みが必要です）

23日㈮ 健康相談③�
（30～64歳）

午後１時30分～�
（申し込みが必要です）

１

月
12日㈭

のびのびラッコ教室�
（１歳６カ月児健診後～３歳児
健診前の幼児と保護者）

午前10時30分～11時15分�
（申し込みが必要です）

パンダ学級�
（３歳児健診後～就学前の幼児

と保護者）
午後１時30分～２時30分�
（申し込みが必要です）

保健センター　☎ 77-1891問

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
5
7
0
‐
0
５
‐
4
0
9
2

（
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
場
合
）

☎
０
３
‐
5
5
3
9
‐
2
2
1
6

問
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■
空
き
家
の
放
置
に
よ
る
影
響

　
空
き
家
を
放
置
す
る
と
老
朽
化
が

進
み
、
屋
根
材
の
飛
散
、
塀
や
建
物

の
倒
壊
、
草
木
の
繁
茂
、
害
虫
の
発

生
な
ど
、
近
隣
住
民
の
生
活
に
悪
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
家
を
管
理
不
全
な
状

態
で
放
置
し
た
こ
と
に
よ
る
家
屋
の

倒
壊
や
屋
根
材
の
飛
散
な
ど
で
、
他

人
に
被
害
を
与
え
た
場
合
に
は
、
空

き
家
の
所
有
者
（
管
理
者
）
が
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■
空
き
家
の
所
有
者
に
な
っ
た
場
合

①�

誰
が
管
理
す
る
の
か
家
族
や
親
族

で
話
し
合
う

②�

空
き
家
を
相
続
し
た
ら
、
相
続
登

記
を
す
る
（
令
和
6
年
4
月
1
日

か
ら
相
続
登
記
の
申
請
義
務
化
な

ど
が
始
ま
り
ま
す
）

※
詳
し
い
内
容
は
、
下
記
「
相
続
登

記
の
申
請
義
務
に
つ
い
て
の
ル
ー

ル
」
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③�

親
族
な
ど
で
空
き
家
を
利
用
す
る

予
定
が
な
い
場
合
は
、早
め
に
処
分

（
解
体･

譲
渡･

賃
貸
）を
考
え
る

■
適
正
管
理
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

①�

定
期
的
に
家
屋
の
手
入
れ
や
庭
木

の
剪
定
な
ど
を
す
る
（
台
風
や
地

震
の
後
は
必
ず
行
う
）

②�

相
続
予
定
者
や
家
族
と
一
緒
に
管

理
や
利
活
用
（
賃
貸･

売
買
）、

取
り
壊
し
に
つ
い
て
考
え
る

③�
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
家
の
近

所
の
方
に
連
絡
先
を
伝
え
、
問
題

が
あ
っ
た
際
は
連
絡
が
も
ら
え
る

よ
う
に
し
て
お
く

■
空
き
家･
空
き
地
バ
ン
ク
へ
の
登
録

　

空
き
家･

空
き
地
バ
ン
ク
と
は
、

空
き
家
等
を
売
り
た
い
方
や
貸
し
た

い
方
が
、
登
録
し
た
物
件
情
報
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
、
利
用

希
望
者
へ
情
報
提
供
す
る
制
度
で
す
。

　
す
で
に
空
き
家
等
に
な
っ
て
い
る

物
件
の
ほ
か
、
空
き
家･

空
き
地
と

な
る
予
定
の
物
件
も
登
録
で
き
ま
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
は
、
周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
、
適
切
な
管
理
に
努
め
る
こ
と
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
方

空
き
家
の
適
正
管
理
の
お
知
ら
せ

企
画
空
港
政
策
課 

都
市
計
画
係 

☎
77
‐
３
９
0
９

問

▲空き家・空き地
　バンクの詳細

入札結果 　 総務課 契約管財係 ☎ 77‐3907問

開　札 
年月日

入札
手法

工事（業務委託・物品）の
名称

工事（業務委託・ 
物品納入）の箇所

落札価格(円) 
（消費税除く） 請負額(円) 契約の

相手方

令和４年�
10月27日

指
名
競
争
入
札

岩山2301－1地先外配水管布
設工事に係る実施設計業務委託

芝山町岩山2301－
１地先外 6,900,000 7,590,000 ㈱吉沢水道

コンサルタント
地籍調査業務委託（大台Ⅰ・高田
Ⅲ・宝馬・山田Ⅰ・牧野⑶調査区）

芝山町大台、大台飛地、高
田、宝馬、山田、牧野地内 6,100,000 6,710,000 ㈱総合開発

川津場地域排水路整備工事
（その３）

芝山町岩山（川津場）
地内 37,480,000 41,228,000 萩原土建㈱

町道０１－００５号線　盛土工事 芝山町高田地内 5,300,000 5,830,000 ㈱大山工務店
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